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洪水時の植物は抵抗や粗度

抵抗や粗度には植物の高さや密度が重要

この高さや密度は植物の種類によって規定

どのような植物が生育しそうか予測することが重要

高水敷切下げ後にヤナギによる樹林化が進行

高水敷切下げ後の植生変化に関する知見が不足

本日の話題提供

・高水敷切下げ後の植生変化の確認

・早期植生回復によるヤナギの繁茂抑制効果の検討



切り下げ地盤とヤナギの関係

■自然共生研究センター実験河川（岐阜県）

2012

 H24年度に、切り上げ高さを3
段階に変えて、その後の植生変
化を見ました。

 その5年後、どうなったかとい
うと・・

4～5mの樹高

平水位平水より少し高い下げなかった
低高 切下げ高



切り下げ地盤とヤナギの関係
■揖斐川（岐阜県）
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切り下げ面ごとでみると・・・

切り下げ地盤とヤナギの侵入の関係

 渇水位を除く、低水位・平水位・豊水位
で切下げ後に樹林化率が増加
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切下げ工事
 非出水期に行われ、3月に完了することが多い
 平水位を基準とすることが多い

ヤナギによる樹林化はなぜ生じるのか？

ヤナギの生育特性
 陽樹の先駆樹種であり、湿性地に生きる代表的な植物
 種子の散布時期は３～６月頃（種子の寿命は2週間から1か月）
 発芽や成長には明るさと豊富な水分が必要

対策なし
（裸地にヤナギが定着）

早期草本回復（種子の発芽や実
生の生育に必要な光を制限）

堤防敷 高水敷

ヤナギ実生

ヤナギ種子 ヤナギ種子

ヤナギ実生(枯死)

ヨシ、オギなどの高茎草
本で地表面を暗くする

平水位面

明るく湿潤な環境



早期草本回復によるヤナギの抑制効果

矢作川の事例（ヨシ原再生事業）
 ヨシ根茎を移植した個所では、ヤナギ類の面積は25％に抑制
 ヨシ根茎を移植しなかった個所では、ヤナギ類の面積が75％まで拡大
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一年生草本群落 一年生草本群落（ヨシ混生）

コゴメイ群落 カサスゲ群落（ヨシ混生）

ヨシ-カサスゲ群落 ヨシ群落

オギ群落 セイタカヨシ群落

セイタカアワダチソウ群落 ヤナギ群落

その他の植物群落

ヨシ根茎移植

ヤナギの拡大を抑制

ヤナギが拡大

植生分布の変化 群落面積比率の変化（0.8m基盤）



 ヤナギ類の生育適地となる平水付近の切下げを避ける。
 樹林化が進行すると考えられる場合は、以下の手順で対策を検討

まとめと今後の課題
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早
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切下げ地の物理・環境条件

早期植生回復が必要？可能？ 採取箇所の
面積確認

根茎土の採取

自生地の
再生確認

根茎土の撒出
(根茎密度：●本/m3)

（土壌厚： 20-30㎝程度）

再生の確認

ヤナギの侵入

ヤナギの早期除去

維
持
管
理

※ヤナギの抑制に必要な根茎密度
（共生センターで実験中）

※ヤナギの監視と伐採等の維持管理を計
画段階から取り入れる
（予防保全の考え方を踏まえトータルコ
ストを抑制することが重要）
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